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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

黒
1
、
3
が
白
の
眼
形
を
崩

す
好
手
段
で
す
。

（
5
分
で
初
、
二
段
以
上
）

温
暖
多
湿
な

気
候
に
恵
ま

れ
た
日
本
は

国
土
の
３
分

の
２
が
森
林

で
、
林
業
が

成
り
立
つ
条
件
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
立
木
価
格
は

　

年
来
の
低
落
傾
向
に
歯
止

20め
が
か
か
っ
て
い
な
い
▼
森

林
の
総
蓄
積
量
は　

億
立
方

44

㍍
を
超
え　

年
代
の
２
倍
に

70

な
っ
た
が
、　

年
前　

万
人

20

11

い
た
林
業
就
業
者
は
５
万
人

を
切
り
、
政
府
の
「
緑
の
雇

用
事
業
」
等
の
新
規
就
業
者

は
年
平
均
３
千
人
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
▼　

年
、
１

50

０
０
年
を
要
す
る
森
林
育
成

は
、
目
先
の
利
益
や
効
率
一

辺
倒
で
は
成
り
立
た
な
い
。

し
か
し
、
森
林
面
積
の
３
割

を
占
め
る
国
有
林
は
、
そ
の

８
割
が
保
安
林
に
指
定
さ

れ
、
国
立
公
園
の
６
割
も
国

有
林
に
な
っ
て
い
る
。
国
土

と
環
境
保
全
な
ど
国
民
生
活

に
と
っ
て
身
近
な
存
在
の
森

林
と
林
業
、
山
村
を
見
つ
め

直
し
た
い
。

勤務延長等に関する

   長官と窓口の回答 必
要
に
応
じ
一
般
官
職
に
も
打
診
す
る
考
え

長
官
回
答　

国
家
公
務
員
法
の
定
年
が
3

月
で
、
国
税
の
職
場
は
確
定
申
告
等
も
あ

り
、
前
年
の
7
月
に
退
職
勧
奨
を
し
て
き

た
。
そ
の
た
め
、
定
年
ま
で
全
う
で
き
ず
、

勧
奨
退
職
に
応
じ
た
税
理
士
資
格
の
あ
る

職
員
に
は
顧
問
先
斡
旋
を
し
て
き
た
。

　

つ
ま
り
、
退
職
勧
奨
を
前
提
に
斡
旋
を

し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
や

新
規
採
用
の
困
難
性
も
あ
り
、
職
員
に
で

き
る
だ
け
長
く
勤
務
し
て
も
ら
い
、
定
年

ま
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、
組
織
全
体

の
能
力
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
上
で
必
要
に

な
っ
て
き
た
。

　

す
る
と
、
3
月
定
年
問
題
が
あ
り
、
勤
務
延
長
を
活
用
し

て
、
3
月
退
職
回
避
が
で
き
な
い
か
。

　

し
か
し
、
国
公
法
の
規
定
に
よ
り
該
当
す
る
ポ
ス
ト
と
そ

の
能
力
が
必
要
と
の
条
件
も
あ
り
、
当
局
の
意
思
だ
け
で
は

な
く
個
人
の
了
解
も
必
要
で
あ
り
、
個
別
の
意
向
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

　

定
年
ま
で
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
勧
奨
退
職

の
必
要
が
な
く
な
れ
ば
、
結
果
と
し
て
顧
問
先
斡
旋
も
な
く

な
る
。

窓
口
回
答
①　

こ
れ
ま
で
国
税
庁
で
勤
務
延
長
が
適
用
さ
れ

た
職
員
は
い
な
い
。

　

一
般
官
職
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
定
年
ま
で
の
勤
務
を
前

提
と
し
て
お
り
、
当
然
に
指
定
官
職
と
同
じ
扱
い
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
に
は
な
い
。

　

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
等
が
組
織

と
事
務
運
営
に
与
え
る
影
響
等
を
踏
ま
え
て
、
来
事
務
年
度

の
体
制
を
検
討
す
る
中
で
、
必
要
に
応
じ
公
務
の
要
請
と
し

て
一
般
官
職
の
方
々
に
も
勤
務
延
長
を
打
診
す
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
勤
務
延
長
制
度
は
あ
く
ま
で
も
職
員
の
職
務
の
特

殊
性
に
応
じ
、
当
局
が
個
々
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
、
職

員
全
員
に
当
然
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

窓
口
回
答
②　

退
職
の
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の
制
度

と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
庁
と
し
て
今
後
一
切
こ

の
制
度
を
使
わ
な
い
と
ま
で
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
謹
賀
新
年

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　分からない　い い え　は　　い
　   ％ 事務区分等　％  事務区分等　％  事務区分等
   57.0 申告書入力3 38.0  新人研修 83.5  現金領収
   51.4 申告書入力2 31.3  窓口相談 79.1  納税証明
   49.3 債権管理2 17.7  転出入 77.1  ミーティング
   47.4 債権管理1 11.0  納税証明 49.4  窓口相談
   46.5 転出入 9.7  ミーティング 48.3  申告書入力1
   45.0 申告書入力1 8.9  申告書入力2 46.1  債権管理1
   34.3 新人研修 8.9  申告書入力3 43.5  債権管理2
   19.2 窓口相談 8.3  現金領収 39.6  申告書入力2
   13.3 ミーティング 7.3  債権管理2 35.8  転出入
     9.3 納税証明 6.7  申告書入力1 34.1  申告書入力3
     8.3 現金領収 6.5  債権管理1 27.7  新人研修

（注）債権管理1＝還付事務　債権管理2＝還付事務以外
申告書入力1＝所得税　入力2＝法人税　入力3＝左記以外

表1 以下の事務はスムーズに流れていますか。

図1 1年でステップ3移行は

図3 人員構成は適正だったか

図2 今のままで初の確申期は

図4 再リリースシステムの評価は

1年でステップ3無理が7割強

昨
年　

月
、
管
理
運
営
部
門
の
職
員
を
対
象
に「
内
部
事

11

務
一
元
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
主
な
意
見
で
す（
5
4
7
名
集
約
分
）。

一元化アンケート集計結果
　

当
局
は
、「
毎
月
大
量
に

発
生
す
る
事
務
や
確
申
期
を

中
心
と
し
た
未
経
験
事
務
を

一
通
り
経
験
し
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
し
に
窓

口
事
務
に
対
応
で

き
る
」
こ
と
を
目

安
に
ス
テ
ッ
プ
3

に
進
む
、
ス
テ
ッ

プ
3
で
は
「
主
と

し
て
担
当
す
る
事

務
を
一
定
期
間
ご

と
に
変
更
し
未
経

験
事
務
の
習
得
を

更
に
進
め
る
」
と

し
、「　

年
7
月

22

な
い
し
9
月
頃
」

移
行
す
る
と
し
て

か
」
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
図
１
の
と

お
り
で
す
。
意
見
欄
に
は
、

「
1
年
弱
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
し
の

窓
口
対
応
は
無
理
」、「
当
局

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
机
上
の
空

論
」、「
暴
走
を
止
め
て
！
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を

深
く
憂
慮
す
る
」
等
々
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
 　

＊　
　

＊

　
「
一
元
化
後
初
の
確
申
期

は
、
今
の
ま
ま
で
乗
り
切
れ

る
と
思
う
か
」
と
の
質
問
に

対
し
、「
分
か
ら
な
い
」
と
答

え
た
職
員

は
、
過
半

数
に
達
し

て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

「
乗
り

切
れ
る
」

と
回
答
し

た
の
は
、

管
理
出
身

の
職
員
が

　

％
、
管

11理
以
外
出

身
の
職
員

ス
」
を
心
配
す
る
声
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
 　

＊　
　

＊

　

図
３
は
、「
異
動
後
の
人

員
構
成
は
適
正
で
し
た
か
」

の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
、

管
理
出
身
の
職
員
、
管
理
以

外
出
身
の
職
員
、　

期
生
と

39

も
に
適
正
で
は
な
い
が
5
割

強
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
欄
に
は
、
○
○
課
税

の
精
通
者
が
い
な
い
等
、
事

務
系
統
別
に
み
た
職
員
構
成

の
歪
み
を
指
摘
す
る
声
が
多

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

が　

％
、「
乗
り

17
切
れ
な
い
」
は
そ

れ
ぞ
れ　

％
、　
35

32

％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

意
見
で
は
、「
慣

れ
な
い
仕
事
だ
か

ら
人
の
手
当
て
が

第
一
」
が
多
数
記

載
さ
れ
、
課
税
部

門
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
求
め
る
声
や

「
素
人
集
団
に
よ

る
カ
ラ
回
り
・
ミ

績
入
力
シ
ス
テ
ム
の
不
備
、

④
還
付
留
保
事
由
や
調
査
対

象
者
が
画
面
上
で
見
ら
れ
ず

不
便
、
⑤
収
受
・
引
継
簿
の

複
数
・
同
時
入
力
が
で
き
な

　

問
題
は
、
債
権
管
理
事
務

は
ス
ム
ー
ズ
と
答
え
た
管
理

出
身
職
員
は　

％
、
申
告
書

56

入
力
事
務
は
ス
ム
ー
ズ
と
答

証
明
・
転
出
入
は
高
い
評
価

 
「
困
っ
た
」は
多
岐
に
及
ぶ

く
な
り
事
務
が
滞
留
す
る
、

⑥
帳
票
の
一
括
出
力
が
や
り

づ
ら
い
、
⑦
ア
ル
バ
イ
ト
職

員
が
使
え
る
メ
ニ
ュ
ー
が

減
っ
た
等
々
で
す
。

え
た
管
理
出
身
以
外
の
職
員

は　

％
に
止
ま
り
、「
分
か

41
ら
な
い
」
が
そ
れ
ぞ
れ
５
割

に
上
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

再
リ
リ
ー
ス
し
た
Ｋ
Ｓ
Ｋ

シ
ス
テ
ム
の
評
価
は
図
４
の

と
お
り
で
す
。

　
「
良
い
点
」
は
、
納
税
証
明

や
転
出
入
事
務
の
シ
ス
テ
ム

集
約
に
よ
る
改
善
が
ず
ば
抜

け
て
多
く
、
全
事
務
系
統
の

シ
ス
テ
ム
が
使
え
る
こ
と
を

評
価
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　
「
悪
い
点
」
と
し
て
、
以
前

よ
り
使
い
づ
ら
い
・
不
便
に

な
っ
た
と
の
感
想
が
多
数
記

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
項
目
は
、
①
税
目

を
詰
め
こ
み
過
ぎ
て
探
し
に

く
い
、
や
り
た
い
メ
ニ
ュ
ー

に
た
ど
り
着
け
な
い
、
②
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
多
く
読
み
こ
な

せ
な
い
、
③
届
出
書
収
受
事

　

表
１
は
、　

項
目
の
事
務

11

に
つ
い
て
「
あ
な
た
の
職
場

で
は
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
い

ま
す
か
」
と
の
質
問
に
対
す

る
「
は
い
」「
い
い
え
」「
分

か
ら
な
い
」
別
に
降
順
で
表

し
た
も
の
で
す
。

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
１
年
で
ス
テ
ッ

プ
3
ま
で
移
行
す
る
こ
と
は

現
状
か
ら
可
能
だ
と
思
う

「確申期乗り切れる」も2割足らず

K S K
システム

姶 逢娃娃娃娃

姶 逢娃娃娃娃
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今
年
の
春
も
ブ
ル
ー
？

【
東
京
地
連
】

▼　

月
後
半
か
ら
年
末
に

11
か
け
て
は
法
人
の
調
査
と

決
議
を
あ
げ
る
の
に
四
苦

八
苦
だ
っ
た
。
確
申
期
は

今
年
も
個
人
課
税
へ
併
任

発
令
に
な
る
の
か
な
？　

去
年
は
大
変
だ
っ
た
。
１

月
に
着
手
し
た
事
案
を
抱

え
な
が
ら
併
任
に
な
り
、

朝
・
昼
休
み
・
そ
し
て
個

人
課
税
で
残
業
を
し
な
い

日
の
夜
に
調
査
仕
掛
事
案

を
処
理
す
る
た
め
法
人
に

戻
っ
て
仕
事
を
し
た
。
今

年
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
か

な
。
年
末
は
ブ
ル
ー
だ
っ

た
け
ど
今
年
の
春
も
ま
た

ブ
ル
ー
？　
　
 
（
専　

男
）

35

▼
調
査
が
終
わ
っ
て
も
審

理
が
通
る
か
い
つ
も
ヒ
ヤ

ヒ
ヤ
で
す
。

　

書
類
を
揃
え
て
済
む
ん

な
ら
い
い
け
れ
ど
、
見
落

と
し
が
あ
っ
て
調
査
先
に

再
度
話
し
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。
胃
が
痛
い
で

す
。　　
　
　
 
（
普　

男
）

63

バ
ラ
バ
ラ
で

　
　
　

歯
抜
け
だ
ら
け

【
南
大
阪
支
部
】

　
「
い
つ
か
ら
い
つ
の
間

に
○
○
日
休
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
当
局
か
ら
ア
ル
バ

イ
ト
さ
ん
へ
の
お
達
し
。

エ
ッ
！
ま
た
休
む
の
…
。

休
め
ば
収
入
も
減
り
ま

す
。
雇
い
止
め
も
チ
ラ
つ

き
不
安
が
増
し
ま
す
。
ア

ル
バ
イ
ト
収
入
は
生
活
の

大
き
な
支
え
で
す
▼
受
付

も
一
人
で
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
に
わ
か
研

修
」
を
受
け
た
だ
け
で
従

事
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

接
客
に
慣
れ
事
務
に
精

通
し
て
い
る
職
員
で
も
大

変
で
す
▼
昼
の
時
間
帯
も

今
ま
で
同
様
の
受
付
体
制

の
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
さ

ん
の
勤
務
体
制
も
バ
ラ
バ

ラ
。
休
み
も
多
く
な
り
、

歯
抜
け
だ
ら
け
で
す
。

「
乗
り
切
れ
な
い
」

　
　

ど
う
す
る
確
申
期

【
北
海
道
地
連
】

　

内
部
事
務
一
元
化
の
全

署
実
施
後
初
の
確
定
申
告

期
を
目
前
に
、
職
場
に
は

「
本
当
に
大
丈
夫
か
」
と
不

安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
署
で
は
仕
事
に
追

わ
れ
研
修
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
確
申
期

直
前
に
ス
テ
ッ
プ
２
へ
の

移
行
を
行
っ
た
場
合
、「
何

が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

し
、
何
が
起
き
て
も
不
思

議
で
な
い
」
と
い
う
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

確
申
期
を
「
乗
り
切
れ

な
い
」「
誤
指
導
の
山
が
で

き
る
」
と
不
安
の
声
も
深

刻
で
す
。

現
金
領
収
は
時
間
内
に

【
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
】

　

一
元
化
窓
口
の
事
務

で
、
職
員
負
担
の
重
い
も

の
の
な
か
に
現
金
領
収
が

あ
り
ま
す
。
超
過
勤
務
を

前
提
と
し
た
も
の
で
、
当

局
は　

時
ま
で
の
窓
口
領

17

収
を
行
う
姿
勢
を
崩
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
「
超
勤
し
て
も
実
績
の

超
勤
手
当
も
貰
わ
れ
へ
ん

の
に
、
超
勤
手
当
の
つ
か

な
い
管
理
者
が
や
っ
た
ら

い
い
ん
や
！
」
と
多
く
の

現
場
職
員
の
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

〈
解
答
〉
黒
1
の
ワ
リ
コ
ミ
か

ら
3
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
4
に
黒
5
で
白
死
で
す
。

黒
1
で
2
は
白
1
で
白
生

き
。
白
2
で
5
な
ら
黒
2
で

白
死
。
白
2
で
イ
も
黒
2
で

白
死
で
す
。

交換手3級・用務員2級の

まま退職は大幅な処遇後退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行　

職
員
の
処
遇
改
善
を
図
れ

（二）

　全国税は12月11日、行（二）職員の処遇
と労働条件の改善を求めて国税庁と交渉し
ました（堰楽課長補佐が対応）。
　冒頭、「行（二）職員は職場の円滑な運営に
無くてはならない存在であり、重要な役割
を発揮しているが、大幅な定員削減等で心
身の負担は増大」している点を指摘し、①専
門技能と経験を備えた正規職員にふさわし
い処遇と労働環境を保障し、誇りと働きが
いが持てるようにする、②全省庁一劣悪な

昇格水準を抜本的
に改善する――こ
れらは使用者の責
務であり、関係機
関に強く働きかけ
るよう申し入れま
した。

　当局は、①定員や俸給表等の問題は法改正を要し、
当庁限りでは措置できない、②当庁の職場環境の特殊
性等を訴え、部下数制限の一層の緩和及び上位の級別
定数増加を査定当局に働きかけるなど、可能な限り努
力を重ねてきたと回答しました。
　しかし、人事院との個別協議・承認数の明示を求め
たところ、「査定当局との折衝への支障」等を理由に回
答を拒否。参加者は「定年目前の安藤さん（所沢署交
換手）や3級92号俸になる前田さん（港署交換手）を協
議に上げたかも答えないのは極めて不誠実だ」「かつ
て交換手さんを3級、用務員さんを2級のまま定年に
追い込むことはなかった。大幅な処遇の後退であり、
断じて許されない」と抗議しました。

税務職の超勤縮減と区分し

超勤手当を大幅に増額せよ

　行（二）職
員にとって
は「生活給」
とも言える

超勤手当問題について、「税務職の超勤縮減」とは明確
に区分し、これまでの経緯も十分踏まえ、労苦に報い
る対応を求めました。
　「適正な勤務時間管理を指導しており、手当も適正
に支給されている」と回答する当局に対し、参加者は
「その認識が誤っており、管理者は全ての業務実態を
把握できず、実際の超勤時間に見合っていない」こと
を指摘、加えて「採用時に俸給は低いが40～50時間
程度の手当が付くと説明してきた経緯を総務・会計担
当者に徹底せよ」と申し入れました。
　その上で、多くの行（二）職員が怒りの声を上げてお
り、庁として、今回指摘した事項を全国規模の会議は
もとより、機会あるごとに徹底するよう求めました。

井
ノ
上
本
部
行　

対
策
部
長

（二）

庁
交
渉

　 ４　 ３　 ２　 １新人職員は 
「１年ですべ
ての事務を 
経験」させる
としている
が

　

総　
　
　
　

計

　

国
専
3
9
期
生

　

管
理
以
外
出
身

　

管
理
部
門
出
身

　研修効果はあるか？
　 ４　 ３　 ２　 １
　32.3　23.4　26.2　29.1 十分ある
　58.1　67.5　61.6　55.4 あまりない
　  9.6　  9.1　12.2　15.5 全くない

 　「1年だけ」の経験は？
 　４ 　３ 　２ 　１ 
　  5.9　  7.0　  4.3　　  0 適当
　56.5　48.8　59.5　76.9 十分でない
　37.6　44.2　36.2　23.1分からない

　どの位の期間が必要か？
　 ４　 ３　 ２　 １
　46.6　56.2　47.8　40.4 ２年くらい
　50.0　43.8　52.2　53.8 ３年くらい
　  3.4　　  0　　  0　  5.8 ４年くらい

3割が未払い

時
間
）
止
ま
り

と
な
っ
て
お

り
、
大
問
題
で

す
。

　

特
に
実
績
が

　

時
間
以
上
の

11場
合
、
実
績　
11

～　

時
間
に
対

20
し
支
給
は　
57

％
、
実
績　

～
21

　

時
間
は　

30

22

　

超
勤
時
間
に
つ
い
て
、

「
9
月
（　

月
支
給
分
）
に
実

10

際
従
事
し
た
時
間
と
支
給
さ

れ
た
時
間
」
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
未
払
い
超
勤
が
全
体
で

3
割
弱
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

回
答
の
あ
っ
た
５
０
９
名

分
を
加
重
平
均
し
た
と
こ

ろ
、
実
績
３
２
７
５
時
間
に

対
し
支
給
は
２
３
５
３
時
間

（
管
理
出
身
の
職
員
は
１
２

０
０
時
間
に
対
し
８
７
８
時

間
、
管
理
出
身
以
外
の
職
員

は
２
４
１
５
時
間
に
対
し
１

７
１
０
時
間
、　

期
生
は
１

39

１
９
５
時
間
に
対
し
８
１
３

％
、
実
績　

時
間
超
は　

％

30

27

し
か
支
給
さ
れ
て
お
ら
ず

（
左
上
図
）、「
た
だ
働
き
」

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」が
横
行
し

て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
 　

＊　
　

＊

　
「
昼
休
み
は
休
め
て
い
る

か
」
の
質
問
で
は
、
ほ
ぼ
休

め
て
い
る
が　

％
、
以
前
よ

74

り
休
め
な
い
が　

％
、
全
く

22

休
め
て
い
な
い
が
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
夏
休
み
は
取
れ
た
か
」と

の
質
問
で
は
、
昨
年
と
同
様

に
取
れ
た
が　

％
、
昨
年
以

76

上
に
取
れ
た
が
4
％
、
昨
年

よ
り
減
っ
た
が　

％
、
夏
季

19

休
暇
も
取
れ
て
い
な
い
が
1

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
夏
季
休
暇
を
取
っ
た
こ

と
に
し
て
い
る
職
員
が
数
名

い
る
」
と
の
記
入
も
あ
り
、

「
職
員
は
不
安
と
疲
労
で
も

う
限
界
」
と
い
っ
た
声
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ゆ
と
り

が
奪
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

    
新
人
職
員
の
1
年
目
管
理
運
営
部
門
配
置

   
「
見
直
せ
」が
職
場
の
総
意

　
「
新
人
職
員
は
1
年
で
す

べ
て
の
事
務
を
経
験
さ
せ

る
」
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
①
研
修
効
果
に

つ
い
て
は
、
約
7
割
が
「
あ

ま
り
な
い
」「
全
く
な
い
」
と

回
答
、
②
1
年
だ
け
の
経
験

に
つ
い
て
は
、
過
半
数
が

「
十
分
で
な
い
」
と
回
答
、
③

ど
の
位
の
期
間
が
必
要
か
に

つ
い
て
は
、
当
該　

期
生
も

39

２
年
か
ら
３
年
位
必
要
と
回

答
し
て
い
ま
す
。（
左
表
）

　

国
専
の
新
人
職
員
全
員
を

最
初
の
１
年
間
管
理
運
営
部

門
に
配
置
す
る
こ
と
に
、
現

場
か
ら
「
問
題
あ
り
・
見
直

せ
」
の
声
が
上
が
っ
て
い
る

こ
と
を
当
局
は
真
摯
に
受
け

止
め
る
べ
き
で
す
。

　
　

＊　
 　

＊　
　

＊　

　
「
あ
な
た
自
身
の
研
修（
Ｏ

Ｊ
Ｔ
含
む
）に
つ
い
て
意
見
」

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
十
分

と
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
職

員
は
、
管
理
出
身
の
職
員
が

　

％
、
管
理
出
身
以
外
の
職

81員
が　

％
、
対
し
て　

期
生

87

39

は「
十
分
」が　

％
、「
不
足
」

52

が　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

48

　
「
不
足
し
て
い
る
」理
由
を

　

期
生
は
、「
職
員
が
仕
事

39に
追
わ
れ
、
後
で
や
る
と
言

わ
れ
て
も
そ
の
『
後
で
』
が

何
時
に
な
っ
て
も
こ
な
い
」、

「
ア
レ
や
れ
コ
レ
や
れ
ば
か

り
言
わ
れ
、
今
や
っ
て
い
る

事
務
と
他
の
事
務
の
つ
な
が

り
等
も
教
え
て
も
ら
え
な

い
」
と
い
っ
た
意
見
を
記
入

し
て
い
ま
す
。

　

他
の
職
員
は
、「
窓
口
や

電
話
応
対
に
追
い
ま
わ
さ
れ

時
間
が
取
れ
な
い
」、「
目
前

の
仕
事
に
手
一
杯
で
、
研
修

や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
後
回
し
」、「
つ

ま
み
食
い
的
に
未
経
験
の
仕

事
を
す
る
た
め
理
解
と
は
程

遠
い
」、「
そ
も
そ
も
Ｏ
Ｊ
Ｔ

な
る
も
の
を
見
た
こ
と
も
な

い
」
等
々
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

期
生
　

%
が
研
修
不
足
を
訴
え
る

49

39

昼休み・夏休み取得も後退

超勤手当


